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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。週初は、海外投資家の大
型株を中心とした利益確定売りが出たこと等から、
３営業日ぶりに反落してスタートしました。その
後は、堅調な欧米株式やアジア株式市場を受けて、
週末まで続伸となりました。（週末引け値：
22,550.85円）

 週間では、日経平均株価は0.69％の上昇、東証株
価指数0.95％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年11月20日～11月24日）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に低下となりました。財務省が2018年度の超
長期債の発行額を減らすとの観測や、日銀が実施し
た国債買い入れオペ（公開市場操作）において需給
の緩みが意識されたこと等を受け、週間で一進一退
の展開となりました。（週末引け値：0.029%）

 週間では、0.007％の低下となりました。

（審査確認番号H29-TB343）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。感謝祭の連休を控え動意に乏しい
中、週間で方向感のない展開となりました。週末は、
エネルギー価格の上昇や小売販売を巡る楽観的な見
方等から、前日比で上昇となりました。（週末引け
値：23,557.99ドル）

 週間ではNYダウは0.86％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安
となりました。ドイツ次期政権に向けた連立交渉が
決裂し、欧州政治への警戒感が高まったことや、日
経平均株価の大幅上昇による投資家のリスク選好姿
勢の強まり等から、週間で一進一退の展開となりま
した。（週末引け値：111円50銭～60銭）

 週間では米ドル/円は0.51％の円高、ユーロ/円は
0.69％の円安となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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